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安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画

　

令
和
２
年
度
は
第
２
次
中
期
経
営
計
画
（
地
域
福

祉
活
動
計
画
）
実
施
２
年
度
目
と
な
り
、引
き
続
き
、

「
と
も
に
支
え
あ
い　

心
豊
か
に
」
を
基
本
理
念
に
、

〈
地
域
福
祉
と
在
宅
福
祉
の
融
合
〉、〈
福
祉
の
開
拓

者
と
し
て
〉
の
２
項
目
を
基
本
方
針
の
柱
に
掲
げ
、

目
標
達
成
に
向
け
た
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

地
域
福
祉
と
在
宅
福
祉
の
融
合

　
　
　
　

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
の
強
化

①
人
つ
な
が
り
と
地
域
づ
く
り
の
強
化

②
相
談
機
能
の
強
化

③
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
強
化

④
介
護
保
険
事
業
の
充
実
と
強
化

⑤
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
強
化

⑥
他
団
体
と
の
連
携

福
祉
の
開
拓
者
と
し
て

　
　
　
　

社
協
組
織
と
財
政
基
盤
の
強
化

①
組
織
経
営
の
強
化

②
事
務
組
織
の
強
化

③
財
源
確
保
の
強
化

④
法
令
遵
守
等
体
制
の
整
備

　
「
地
域
福
祉
会
議
」「
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
基
盤

整
備
事
業
」
の
２
大
事
業
を
継
続
し
て
推
進
し
、
地

域
福
祉
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
と

十
分
連
携
を
図
り
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
や

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
住
民
と
の
協
働
を
、

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
地
域
福
祉
会
議
に
よ
る
福
祉
の
再
生

　

各
町
に
地
域
福
祉
会
議
を
設
置
し
地
域
の
社
会

資
源
の
把
握
と
共
有
、
福
祉
課
題
解
決
に
向
け
た

取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

⑵
支
所
機
能
の
強
化

　

地
域
福
祉
会
議
の
運
営
を
通
し
て
、
地
域
の
課

題
や
福
祉
課
題
を
解
決
で
き
る
人
づ
く
り
を
行
な

い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑶
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
設
置
に
向
け
、
地
域
福
祉

課
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
、

行
政
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
研
修
を
行

な
い
、
予
算
の
確
保
、
人
材
の
確
保
な
ど
、
セ
ン

タ
ー
設
置
に
向
け
た
準
備
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
協
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

な
が
ら
、
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体

制
構
築
事
業
な
ど
新
た
な
事
業
実
施
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針

重
点
目
標

重
点
的
な
取
組
計
画

【お問合せ先】総務課
　電話・お太助フォン 42-2941

令和
２年度

介護職員初任者研修の様子
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⑷
介
護
保
険
事
業
の
安
定
経
営

　

各
事
業
所
の
収
入
目
標
管
理
お
よ
び
加
算
取
得

体
制
の
整
備
を
行
な
い
安
定
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
介
護
職
員
の
人
材
確
保
に
努
め
、
職
員
の

教
育
指
導
体
制
の
確
立
を
行
な
い
ま
す
。

⑸
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
強
化

　

各
支
所
を
拠
点
と
し
た
定
期
巡
回
・
個
別
訪
問

の
計
画
的
な
実
施
や
地
域
福
祉
会
議
と
の
連
携
に

よ
り
地
域
課
題
の
集
約
お
よ
び
支
援
困
難
事
例
の

早
期
発
見
に
努
め
解
決
に
向
け
取
組
み
ま
す
。

⑹
福
祉
介
護
人
材
確
保
基
盤
整
備
の
推
進

　

令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
継
続
し
て
行
政
、
福

祉
施
設
等
と
協
働
し
「
協
議
会
」
を
運
営
し
、「
介

護
職
員
初
任
者
研
修
」
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
を

実
施
し
、
人
材
確
保
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け
受
験
対
策
講

座
を
実
施
し
、
特
に
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
が

取
得
で
き
る
講
座
に
力
を
入
れ
事
業
を
取
組
み
ま

す
。

⑺
情
報
化
の
推
進

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
行
な
い
、
皆
さ
ま
に

わ
か
り
や
す
い
内
容
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

定
期
的
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、社
協
だ
よ
り
や
包
括
だ
よ
り
に
お
い
て
、

社
協
事
業
を
よ
り
一
層
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と

で
、
皆
さ
ま
の
賛
同
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
取

組
み
を
行
な
い
ま
す
。

●
小
地
域
の
お
茶
の
間
づ
く
り
事
業

　

軽
度
の
認
知
症
の
方
や
地
域
の
高
齢
者
等

の
日
中
の
居
場
所
提
供
を
行
な
い
、
孤
立
防

止
や
安
否
確
認
等
の
支
え
合
い
活
動
へ
展
開

さ
せ
て
い
く
事
業
で
す
。

　

令
和
２
年
度
は
９
サ
ロ
ン
に
助
成
を
行
な

い
ま
す
。

●
地
域
福
祉
会
議

　

住
民
の
皆
さ
ま
が
主
体
的
に
地
域
の
福
祉

課
題
を
把
握
し
て
解
決
を
試
み
る「
我
が
事
」

の
地
域
づ
く
り
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
包
括

的
に
受
け
止
め
る
「
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
支
所
ご
と
に「
地
域
福
祉
会
議
」

を
設
置
し
、
地
域
の
福
祉
課
題
の
洗
い
出
し

と
解
決
方
法
の
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
各
地
域
福
祉
会
議
に
助
成

を
行
な
い
ま
す
。

重
点
事
業

総
事
業
費
：
２
、４
０
０
千
円

総
事
業
費
：
１
、９
９
７
千
円

地
域
へ
還
元
し
ま
す

収入� （単位：千円）

費　　　目 金　　額

会費収入 4,550

寄附金収入 7,450

経常経費補助金収入 69,212

受託金収入 85,858

貸付事業収入 1,000

事業収入 8,887

負担金収入 120

介護保険事業収入 229,456

障がい福祉サービス等事業収入 14,929

その他の収入 1,982

その他の活動による収入 34,319

前期末支払資金残高 191,709

合　　　計 649,472

支出� （単位：千円）

費　　　目 金　　額

社会福祉事業 564,279

法人運営事業 124,562

地域福祉事業 54,653

貸付事業 7,365

本所事業所（介護保険） 131,988

吉田事業所（介護保険） 75,670

甲田事業所（介護保険） 170,041

公益事業 85,193

施設管理事業 14,379

地域包括支援事業 70,814

合　　　計 649,472

令和２年度�資金収支予算　　
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【お問合せ先】地域福祉課　電話・お太助フォン 47-1131

　新たな取組みである地域福祉会議の説明を行い、吉田・八千代・美土里地域で設立しまし
た。なお、高宮・甲田・向原地域においては、設立に向けて審議中です。
　今年度は、地域ごとに成果や課題を検証し、住みたいまち、住んでよかったまちづくりに向
けた取組を地域の方々と一緒に推進してまいります。

　地域福祉会議とは・・・住民が主体的に地域の福祉課題を把握して、解決を試みる「我が
事」の地域づくりおよび地域の福祉課題を包括的に受け止める「丸ごと」の地域づくりとい
う「地域共生社会の実現」を目指す地域基盤づくりを行ないます。

地域福祉会議を設立しました

各地域福祉会議　設立会議の様子

吉田地域 八千代地域 美土里地域

みんなみんな
  ふふつうにつうに
  くくらせるらせる
  ししあわせあわせ

　少子高齢化で人口減少に歯止
めがかからない状況の中、地域
の福祉課題は地域で解決策を考
え、実践につなげていきたい。

　地域の課題解決は、地域全体
で取組んでいくことなので、市社
協の事業協力員だけではなく、関
係機関なども含め取組んでいき
たい。

各地域からの声

2020（令和２）年４月2020（令和２）年４月 4



新型コロナウイルス感染症の影響で
休業や失業された皆様へ

生活福祉資金特例貸付のご案内（緊急小口資金・総合支援資金）
～一時的に必要な生活費をお貸しします～

●貸付対象　　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的
な生計維持のための貸付けを必要とする世帯＊生活保護世帯は対象外

●貸付限度額　＊本資金の貸付は、１０万円単位とする
原則として、一世帯につき一回１０万円。
ただし、以下の場合は、一世帯につき２０万円。

　（１）世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の罹患者等がいるとき
　（２）世帯員に要介護者がいる場合
　（３）世帯員が4人以上いる場合
　（４）世帯員に①または②の子の世話を行なうことが必要となった労働者がいるとき
　　　①新型コロナウイルス感染症拡大防止策として、臨時休業した小学校等に通う子
　　　②風邪症状など新型コロナウイルスに感染したおそれのある、小学校等に通う子
　（５） 世帯員の中に個人事業主等がいること等のため、収入減少により生活に要する費用が不足す

るとき
●据置期間　　貸付の日から１年以内
●償還期限　　据置期間経過後２年以内
●貸付利子・保証人　 無利子・不要

●貸付対象　　新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常
生活の維持が困難となっている世帯（その他一定の条件あり）＊生活保護世帯は対象外

●貸付限度額
　（１）2人以上：月２０万円以内　　（２）単　　身：月１５万円以内
　　　　貸付期間：原則３か月以内（分割交付　１ヶ月ごと）
●据置期間　　貸付の日から１年以内
●償還期限　　据置期間経過後１０年以内
●貸付利子・保証人　無利子・不要
＊原則、自立支援事業等による支援を受け付け、継続的な支援を受けることが要件となります。

●借入申込者が指定する金融機関に送金します。

休業された方向け（緊急小口資金）

失業等された方向け（総合支援資金）

貸付金の交付方法

◇相談受付窓口◇
安芸高田市社会福祉協議会　地域福祉課・各支所
本　　　所：47-1131　 吉 田 支 所：47-1311　 八千代支所：52-2941　 美土里支所：59-2941
高 宮 支 所：57-2941　 甲 田 支 所：45-2941　 向 原 支 所：46-2941

◇相談・申込受付時間：午前９時～午後４時
 （土曜、日曜、祝日は除く）

2020（令和２）年４月2020（令和２）年４月5



●
吉
田
町

一
般
社
団
法
人 

安
芸
高
田
市
医
師
会

安
芸
高
田
市
商
工
会

公
営
社
団
法
人

　
　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

安
芸
土
木
建
築
株
式
会
社

井
上
内
科
医
院

上
田
建
築

株
式
会
社 

オ
キ
タ
石
油

有
限
会
社 

オ
キ
タ
設
備

ゲ
イ
ビ
車
輌
株
式
会
社

㈱
啓
文
社
製
作
所

公
田
設
備

こ
だ
ま
整
形
外
科
医
院

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
平
林

サ
ン
パ
ラ
ソ
ル

下
土
居
建
設

株
式
会
社 

杉
野
自
動
車

社
会
福
祉
法
人 

清
風
会

世
羅
印
刷
株
式
会
社

大
半
商
店

大
和
重
工
株
式
会
社 

吉
田
工
場

株
式
会
社 

高
田
環
境

株
式
会
社 

武
田
建
設

株
式
会
社 

タ
マ
シ
ゲ
・
デ
ン
ソ
ー

冨
本
電
機
商
会

株
式
会
社 

ネ
ク
サ
ス　

コ
ス
モ
薬
局

久
岡
内
装

平
賀
金
属
工
業
株
式
会
社

広
島
ガ
ス
高
田
販
売
株
式
会
社

広
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
　

吉
田
総
合
病
院

広
島
北
部
農
業
協
同
組
合

平
和
工
芸
株
式
会
社

株
式
会
社 

マ
ル
シ
ン

三
田
葬
祭

三
矢
オ
ー
ト
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
武
岡
伸
彦

㈱
森
末
製
畳
所

有
限
会
社 

矢
賀
谷
農
機
ハ
ウ
ジ
ン
グ

吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園

　
　

三
矢
の
里
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

吉
村
歯
科
医
院

ヨ
ネ
シ
タ
建
設

リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
か
わ
さ
き

㈲
脇
地
石
油
店

●
八
千
代
町

植
崎
治
療
院

有
限
会
社 

カ
ー
シ
ス
テ
ム
土
橋

株
式
会
社 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
広
島

左
官
業
田
原

株
式
会
社 

高
山

タ
ナ
カ
理
容
院

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
幸
せ
物
語 

八
千
代

簸
川
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
黒
瀬
義
治

広
島
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

フ
ァ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
谷
口

八
千
代
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

八
千
代
電
化

八
千
代
病
院
介
護
医
療
院

有
限
会
社 

山
根
製
材
所

㈲
山
本
木
工
所

●
美
土
里
町

石
井
運
送
㈲

有
限
会
社 

オ
ガ
サ
ワ
ラ

㈱
神
楽
門
前
湯
治
村

上
柳
美
容
院 

上
柳
茂
子

津
田
医
院

株
式
会
社 

ミ
ド
リ

楽
々
苑

令和元（2019）年度ご
協
力
先
一
覧
（
団
体
）　
【
五
十
音
順
・
敬
称
略
】

　

た
く
さ
ん
の
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ま
よ
り
、
市
社
協
会
員
に

お
申
込
み
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
団
体
会
費
・
賛
助
会
費
は
、
地
域

福
祉
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

団
体
会
費
・
賛
助
会
費

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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●
高
宮
町

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
川
根
運
営
協
会

株
式
会
社 
Ｓ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社 
熊
高
組

医
療
法
人 

佐
々
部
診
療
所

株
式
会
社 

た
か
た
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

有
限
会
社 

高
宮
中
央
交
通

た
か
み
や
湯
の
森
運
営
協
会

株
式
会
社　

武
田
電
設

有
限
会
社 

田
中
物
産

株
式
会
社 

塚
本
鉄
工
所

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ポ
ー
㈱
高
宮
工
場

有
限
会
社 

ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
タ
カ
タ

㈲
ル
ー
フ
セ
ン
タ
ー
塚
本

株
式
会
社 

和
田
組

●
甲
田
町

有
限
会
社 

井
川
ポ
ン
プ
店

株
式
会
社 

吉
川
商
店

㈱
甲
田
自
動
車

㈿
甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
パ
ル
パ

㈲
甲
立
タ
ク
シ
ー

株
式
会
社　

住
吉

有
限
会
社　

高
田
オ
ー
ト

有
限
会
社 

タ
カ
タ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

　
　

代
表
取
締
役　

上
松
豊

徳
永
医
院

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
甲
田

有
限
会
社 

は
し
も
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

株
式
会
社 

ハ
マ
イ
物
産

有
限
会
社 

ホ
ン
ダ
ハ
ピ
ネ
ス
高
田

●
向
原
町

エ
デ
ィ
オ
ン
向
原
店

　
　

株
式
会
社 

佐
々
木
電
機

高
橋
電
機 

向
原

東
京
濾
器
株
式
会
社

有
限
会
社
ひ
だ
に

　
　

代
表
取
締
役
谷
上
雅
彦

●
安
芸
高
田
市
外

国
際
マ
イ
コ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
計
装
株
式
会
社

株
式
会
社　

藤
崎
商
会

H
o
n
d

a
 C

a
rs 

三
次　

三
次
店

三
次
マ
ツ
ダ
モ
ー
タ
ー
ス
株
式
会
社

株
式
会
社　

ユ
ニ
オ
ン
企
画

理
研
産
業
株
式
会
社

●
八
千
代
町

加
藤　

明
子

繁
本　

萬
亀
子

冨
田　

慶
子

●
高
宮
町

金
川　

郁
夫

社
協
だ
よ
り
等
に
団
体
名
・
個
人
名
の

掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
先
一
覧
（
個
人
）

 

【
五
十
音
順
・
敬
称
略
】

●吉田町
　安芸土木建築㈱
　㈱オキタ石油
　㈲オキタ設備
　サンパラソル
　(社福)清風会
　世羅印刷株式会社
　大和重工㈱吉田工場
　㈱高田環境
　㈱竹 ガラス
　広島ガス高田販売㈱
　㈱マルシン
　㈱森末製畳所
　山﨑歯科医院
　ヨネシタ建設
●八千代町
　㈲いしがみ
　左官業田原
　㈱高山

　日南商事㈱
　㈲山本木工所
●美土里町
　石井運送㈲
　㈲オガサワラ
　田中運送㈲
　鉄橋商店
　㈱ミドリ
●高宮町
　エコミュージアム川根運営協会
　佐々部診療所
　サニクリーングループ㈱ＳＫサービス
　住野工業㈱高宮工場
　㈱たかたケアサービス
　㈲高宮中央交通
　たかみや湯の森運営協会
　㈱塚本鉄工所
　殿田石油店
　㈲ボデーショップタカタ

　㈲ルーフセンター塚本
　㈱和田組
●甲田町
　㈲井川ポンプ店
　協同組合甲田ショッピングセンター・パルパ
　㈲広輝建設
　㈱迫広砕石
　㈲しんたく自動車
　㈲高田オート
　中国新聞甲立販売所
　徳永医院
　㈱ハマイ物産
●向原町
　エディオン向原店 ㈱佐々木電機
　社会福祉法人ちとせ会かがやき
　高橋電機 向原
　㈱船越鉄工
　㈱山口製作所
●匿名　3件

赤い羽根共同募金「法人募金」ご協力のお礼

53 件：300,000 円 （令和 2 年 3 月 31 日現在）

多くの法人にご協力いただき、誠にありがとうございました
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　市共同募金委員会では、共同募金のメインテーマである
「じぶんの町を良くするしくみ。」を実現するため、地域
住民の主体的参加のもと、地域福祉の一環として共感を
もって募金運動に参加できるよう普及推進に努め、募金を
活用した地域福祉事業や、地域助成配分による地域活動支
援等の推進に取組んでまいります。

　令和元年度の戸別募金はじめ、皆さまから寄せられま
した募金総額5,300千円(見込)は、広島県共同募金会に
一旦全額送金し、令和2年度に県内の社会福祉施設・ボ
ランティア団体等へ約4割、市共同募金委員会へ約6割の
3,104千円が配分され、市社協が実施する地域福祉事業に
活用されます。
　その使いみちは、下記のとおりとなります。

　皆さまから頂いた募金額によって
配分額が決定。次年度、申請団体へ
助成され、事業が行なわれます。

　福祉団体が次年度に助成
を受けたい事業を共同募金
委員会へ申請します。

　共同募金委員会が申請内
容を審査。配分計画を立て
ます。

　❷の配分計画により募金
の目標額を設定し、募金運
動を行ないます。

●会議の開催　　　　●共同募金運動の展開
●広報啓発活動　　　●共同募金の配分
●関係機関・福祉団体との連携

募
金
は
ど
う
や
っ
て
”わ
た
し
た
ち
の
ま
ち 

“ま
で
届
く
の
か
？

（令和２年度　事業計画 ）

（令和２年度　会計予算）

（令和２年度　共同募金配分金の使いみち）

市共同募金委員会の主な内容

共
同
募
金
の
配
分
事
業

 （単位：千円）

収　　　　入
共同募金 5,730
募金事務費収入 336
義援金収入 2
受取利息配当金収入 1

合　　　計 6,069

 （単位：千円）

運営事業 187
地域助成事業 100
地域福祉交流推進基金事業 1,000
ボランティア活動事業 30
ふれあいサロン事業 550
配食サービス事業 247
小地域のお茶の間づくり事業 790
認知症カフェ事業 200

合　　　計 3,104

 （単位：千円）

支　　　出

送納金 5,733

事務費支出 336

合　　計 6,069

【お問合せ先】地域福祉課
　電話・お太助フォン 47-1131

1

2

3

4

安芸高田市共同募金委員会 事業計画事業計画およびおよび会計予算会計予算令和２年度

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原
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　日本赤十字社は、赤十字の理念やその活動内容に賛同してご加入
いただいた会員の皆さまから寄せられる会費を活動資金とし、多く
の事業を実施しています。
　日本赤十字社安芸高田市地区では、本年度も各地区の福祉委員の
方を通じて会費のご協力をお願いしておりますので、市民の皆さま
の一層のご理解とあたたかいご支援を心からお願い申しあげます。

【お問合せ先】地域福祉課　電話・お太助フォン 47-1131

献血をお願いし、病気
やケガで血液が必要と
なった患者さんのもと
へ24時間体制で輸血
用血液をお届けしてい
ます。

急病や突然の事故に
備えて、心肺蘇生や
AED（自動体外式除
細動器）の使い方、水
の事故から身を守る方
法などの講習会を行
なっています。

地域の中核病院とし
て、地域に根差した医
療を提供するととも
に、災害時には直ちに
医療救護活動ができる
ように体制を整えてい
ます。

災害時に医師などを中
心に編成される救護班
をいち早く被災現場に
派遣し、救護活動やこ
ころのケア活動を行な
います。また、救援物
資もお届けしています。

血液事業 講習普及事業 災害救援活動 医療事業

日本赤十字社活動資金ご協力のお願い

１戸あたり500円を
お願いしております

令和２年５月１日～ 　
　 令和３年３月３１日

募集期間

会費はこんなことに使われています

　

令
和
２
年
２
月
15
日(

土)

に
『
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
体
験
教
室
』
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
の
秋
山
聖
子
氏
、
森
繫
光
晴
氏
、
清
池
優

貴
氏
を
講
師
に
迎
え
、
誰
で
も
簡
単
に
行
な

え
る
じ
ゃ
ん
け
ん
や
指
体
操
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
を
学
び
ま
し
た
。
72

名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
終
始
笑
い

が
絶
え
ず
、
あ
っ
と
い
う
間
の
ひ
と
と
き
で

し
た
。

　

い
つ
も
の
ゲ
ー
ム
を
少
し
ア
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
で
、
も
っ
と
楽
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

広島県安芸高田市八千代町下根578
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　自分で、ものごとを決めることが不安な人に対し、契約を結ぶことにより日々の暮らしに必要な福
祉サービスの利用手続きやお金の管理のお手伝いをして、安心して暮らせるよう支援する事業です。

『かけはし』ってなに？

どんな人が利用できるの？

利用開始までの期間は約1か月です

どんな支援ができるの？

利用開始までの流れ

『かけはし』は、福祉サービス利用援助事業の愛称です。

支援内容 利用料
1．福祉サービスの利用手続きのお手伝い

1,500円／１回（２時間程度）
2．生活に必要なお金の出し入れのお手伝い
3．通帳や印鑑、大切な書類などのお預かり 1,500円／１ヵ月

　認知症や障害などによって、自分で福祉サービスの利用などを決めることに不安がある人や、日々
の暮らしに必要なお金の管理に困っている人などが利用できます。
※障害者手帳を持ってない人や認知症の診断を受けてない人も利用できます。

　相談受付後、契約締結能力の確認のため、生活状況の把握調査を実施します。契約書案・支援計画
書案の作成をし広島県社会福祉協議会が審査決定後契約となります。

　

本
人
以
外
で
も
、
家
族
な
ど
身
近
な
方
、
行
政
の

窓
口
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員
、
介

護
支
援
専
門
員
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど

を
通
じ
て
の
お
問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
担
当
者
（
専
門
員
）
が

自
宅
や
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
相
談
に
の
り
ま
す
。

相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、

秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

　

困
っ
て
い
る
こ
と
や
希
望
を
お
聞
き
し
て
、
ど
の

よ
う
な
お
手
伝
い
を
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
行
な
う

か
な
ど
を
ご
本
人
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

契
約
内
容
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
ご
本
人
と
安

芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
広
島
県
社
会
福

祉
協
議
会
で
契
約
を
結
び
ま
す
。

　

支
援
計
画
に
沿
っ
て
、
担
当
者
（
生
活
支
援
員
）

が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

相
談
の
受
付

相
談
・
打
ち
合
わ
せ

契
約
書
・
支
援
計
画
の
作
成

契
約

サ
ー
ビ
ス
の
開
始

とはどんな事業なの?「かけはし」

まずは、お気軽にお問い合わせ下さい。
【ご相談・お問い合わせ先】　地域福祉課　電話・お太助フォン　47-1131
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、社会福祉活動へ大切に活用させていただきます。

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 

 

(令和元年12月1日～令和2年3月31日受付分)

○
八
千
代
町

　

刈
田
小
学
校
一
六
ク
ラ
ス
会

○
美
土
里
町

　

中
川　

儀
晴

○
匿　

名　
　
　

５
名

○
吉
田
町

屋
形　

恒
昭　

中  　

原　

屋
形　

絹
子

原
木
コ
ズ
ヱ　

上  　

市　

原
木　
　

繁

日
野
原　

孟  

甲　
　

田　

日
野
原　

繁

竹
坂　

幸
夫　

上 

小 

山　

竹
坂　

正
文

新
川　

君
子　
下
中
馬
下　

新
川　

弘
海

今
谷　

信
子　
常
友
日
南　

横
山　

克
恵

岡
田　

砂
子　

上  　

市　

小
田　

ゆ
み

山
本
テ
ル
コ　
中
馬
河
内　

山
本　
　

茂

上
野　

照
子　
五
丁
目
中　

上
野　

吉
登

秋
田　

隆
幸　

千  　

川　

秋
田　

矩
枝

大
瀬
音
三
郎　

久  　

保　

大
瀬
音　

学

沖
土
居
利
丸　

下 

竹 

原　

沖
土
居
美
喜
子

清
水　
　

勉　
下
中
馬
上　

清
水　

宏
正

井
口　
　

正　

川  　

手　

井
口　

孝
子

河
原　

里
司　

本 

谷 

上　

河
原　

鶴
香

三
浦　

範
男　

相 

合 

４　

梅
本　

由
美

中
口　
　

武　

山 

手 

沖　

中
口
美
智
子

藤
井　

義
美　

西 

浦 

上　

藤
井
世
以
子

峠　
　

正
法　
常
友
日
南　

峠　

小
夜
子

世
羅　

正
行　

津 

々 

羅　

世
羅
み
や
子

沖
廣　

鈴
枝　

相 

合 

３　

沖
廣　
　

修

佐
々
田
光
子　

三 

丁 

目　

佐
々
田　

剛

佐
々
木　

裕　
西
土
手
上　

佐
々
木　

稔

小
川　

忠
昭　
四
丁
目
中　

小
川　

修
子

吉
野　

和
子　
太
郎
丸
下　

吉
野　

才
智

多
㟢
ト
シ
子　
常
友
日
南　

多
㟢　

利
信

大
畑
ミ
ツ
ヱ　

宮 

之 

城　

大
畑　

政
行

○
八
千
代
町

傳
道
ミ
ナ
子　

宮 

の 

下　

傳
道　

俊
朗

合
原　
　

稔　
上
佐
々
井　

合
原　

幸
宏

佐
々
木　

博　

市  　

表　

佐
々
木
利
枝

谷
口　
　

勉　

安  　

森　

谷
口　

洋
二

京
極　

徹
之　

下 

大 

又　
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社協だより

　4月に入りましたが、まだ新型コロナウィルスの影響が出ています。会員の皆さまも体調に気を付
けてお過ごしください。これからもよろしくお願いいたします。
 ＜広報委員会＞委員長　浜重　好則　　副委員長　中森　　誠　　　　　　　　　　
 委　員　津賀山　とし子　冨田　慶子　藤井　敏法　丸山　義捷　　

編集後記

人事異動（令和２年４月１日付） 退職（令和２年３月31日付）   　　　
新　　配　　置 氏　　　名 旧　  配  　置 氏　　　名

参事兼事務局長 益　田　茂　樹 事務局長 曽　我　　　淳
事務局次長兼総務課長 新　川　美　紀 在宅福祉推進室長 澄　岡　英　美
地域福祉課長 小　田　美　穂 地域福祉課長 上　田　裕　子
在宅福祉課長 三　木　由　紀 地域共生推進特命課長 和　田　篤　志
地域福祉課課長補佐兼福祉のまちづくり係長 木　坂　亮　太 介護福祉１課長 平　野　美　幸
甲田支所長 新　田　久美子 訪問介護甲田事業所長 岡　本　佐登美
総務課経理係長 木　落　功　治 お世話になりました。
総務課法人経営係長 牧　原　真　也
地域包括支援センター地域包括支援係長 沖　田　圭　司

新型コロナウイルス感染症に対する社協の取組み

ご利用者について（デイサービス・げんき教室）ご利用者について（デイサービス・げんき教室）

① ご利用前に、ご利用者本人、家族又は職員等が、本人の体温を測定し、発熱（37.5度
以上）が認められ場合は、ご利用をご遠慮いただきます。

② 過去に発熱が認められた場合にあっては、解熱後24時間以上が経過し、呼吸症状
が改善傾向になるまでは、ご利用をご遠慮いただきます。

③ご利用中の手洗い、消毒等のご協力をお願いしております。

④ 通所介護サービス利用をご遠慮していただいた利用者については、担当するケアマ
ネへ情報提供を行ない、訪問介護等の利用を調整させていただきます。

⑤その他の事業につきましても、自粛要請のご協力いただいております。

職員について職員について

①出勤前の体温を測定し発熱が認められる（37.5以上の発熱）場合
　は出勤を控える。

②  勤務時は、手洗いやうがい、消毒やマスクの着用を心がけ、利用者
　様宅を訪問される場合などはマスクを着用し感染対策を行なう。


